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十
四
二

O
八
O
O一
八
0
0
0一
七
四
O
O一
五
八
O
O一二
四
0
0
0一

一
平
均
一
九
四
O
O一
穴
五
O
O一
七
八
O
O一
五
七
O
O－
－
九
六
O
O一
二
0
0
0

一
五
十
五
一
七
四
O
O一
二
二
O
O一
一
六
O
O一
三
八
O
O二
四
八
O
O一

0
・
五
銘
一
五
十
六
二

O
四
O
O一
六
ニ
0
0↑
三
六
O
O一
一
一
八
O
O一二五
0
0
0一

一
平
均
一
八
九
O

Q
回
二
O
O一
二
六
。
。
一
七
八
O
O孟
丸
免
O
O一（
一一

O
O）

一五
十
七
二
O
大

0
0一
四
六
O
o
－
＝
5
0
0一
E
八
0
0
↑
一
七
四
0
0一

一・
O
姥
一五
十
八
↑
九
六
O
O一
三
0
0
0一
五
八
O
O一
六
0
0
0一二
四
八
O
O一

一
同－
E
b
b
－同八。
ω「
岡
一

ρ
O也丸
loo－』』
h
M
O
ト
E

ニ
ひ
O
〉

免
疫
元

種煮
上
澄

液

＋

原
ワ
ク

チ
ン

生
上
澄

滋

＋

原
ワ
ク

チ
ン

単位容積内白血球数

生
上
澄

液

＋

原
ワ
ク

チ
ン

種者
一上
澄

液

＋
原
ワ
ク

チ
ン

第
五
巻
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時

「『

原

箸

E家

綱

第

－

e

一

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

生

ワ

ク
チ
ン
」
ヲ
加
へ

0
・
五
路
注
射
後
品
於
ケ
ル
家
兎
血

液
車
位
容
積
内
平
均
白
血
球
絡
笥
数
ノ
推
移

r=:l n t 
｜＼／ 

L~主…什
平

，~.，， 

第

二

園

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
雨
上
澄
液

－一
同
量
ノ
原
「
ワ

ク
チ
ン
」
7
加
へ

7
0
%注
射
後
ユ
於
ケ
ル
家
兎
血

液
単
位
容
積
内
卒
均
白
血
球
絡
当
数
ノ
推
移

e

グ

YJ

ニ
O
七

（
第
式
競

四
五
）
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綱
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藤

世

間

三

表

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
爾
上
澄
液
ニ
同
量
ノ
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
7
加
へ
注
射
後
－
一
於

ケ
ル
家
兎
血
液
単
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
増
（
誠
）

免
疫
元

一

一

検

査

時

一

t

l
一
注
射
量

一

剖

鮒

剣

一

羽

m
一

コ

時

間

ー
↓
二

時

間

」

凶

時

風

」
八

時

間

一

間
上
位

一
0
・
五
手
〈
ニ

0
0
0）ニ
四
0
0
0〉

O
一
一
O
四
0
0一
四
四

0
0

矧
げ
れ

一
一－
O
均
一（
二
九
O
O〉一（
一
穴
0
0）（一一一七
O
O〉一
一
O
ニ
0
0一
一
一

0
0
0

粧
上
山
唯

一
O
主

将
一（
四
七
O
O〉一（
三
一
O
O〉一（
一
一

O
O〉
一一

一
0
0
0一（一一

O
O〉

根
川
ク

一
一・
O
純
一（
六
三

0
0
〉一（
五
七
O
O）
一（四一

δ

O
）一一一

0
0
0一（
五
二

O
O）

備
考
。
白
血
球
過
少
ノ
程
度
ハ
煮
上
澄
動
物
ヨ
リ
モ
生
上
総
動
物
／
方
－

r於
テ
大
ナ

リ
キ
、
コ
レ
第
一
表
ノ
所
見
ト
一
致
ス
ル
モ
ノ

＝
シ
テ
生
主
澄
加
原
「
ワ
ク

チ
ン
」
ノ
方
ガ
明
白
＝
毒
カ
大
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
皆川
床
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

ニ
O
八

〈
第
武
時
制

四
六
）

和

所
見
積
括
艮
ビ
考
察

見
疫
元
材
料
注
射
家
兎
ノ
腫
重
－
一
A

著
痩
ヲ
認
メ
ザ
リ
ノ

キ
。
然
レ
ド
毛
一什
細
－
一
之
ヲ
観
察
ス
U
F

－
一
生
上
澄
液
動
物
ノ
方
ガ

幾
分
カ
鰻
重
増
加
ノ
程
度
小
ナ
リ
ジ
コ
ト
ヲ
否
定
ス

Y

能
A

ズ

（
第
一
表
委
照
）
。

〆ーヘ

一、句，，，
免
疫
元
材
料
注
射
後
ニ
於
ケ
Y
家
兎
血
液
軍
位
容
積
内

白
血
球
数
A

注
射
後
四
時
間
目
迄
A

概
、不
白
血
球
数
過
少
ヲ
起
ジ

八
時
間
回
二
至

レ
バ
ス
ペ
ア
白
血
球
数
過
多
ヲ
惹
起
セ

y
。
而
シ

ア
白
血
球
数
過
少
ノ
程
度
A

生
上
澄
液
動
物
ェ
於
ア
明
白
ュ
大
ナ

y
キ
。
是
レ
（

二

fヘ

一一、、，，，

上
滞
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
方
ガ
矢
張
リ
毒
力
多
少
大
ナ
Y

コ
ト
ヲ
意
味
ス
（
第
二
、
三
表
牽
照
）
。

（
三
）
各
栂
免
疫
一花
注
射
後
八
時
間
目
ニ
A

白
血
球
数
過
多
ヲ
示
シ
タ
9
、
而
ジ
ア
其
ノ
程
度
A

生
上
被
液
注
射
ノ
方
ガ
実
上
澄
液
注
射
ノ

方
ヨ

p
稀
々
大
ナ
リ
ノ
キ
q

是
亦
前
記
（
ご
及
ピ
（
二
）
ノ
所
見
ト
一
致
シ
ア
生
上
被
液
f

方
ガ
毒
力
硝
々
大
ナ
リ
シ
ノ
謹
左
ナ
リ
（
第
二
、三
表）。

（
四
）
免
疫
元
材
料
ノ
有
ス
Y
毒
カ
ナ
Y

モ
ノ
A

其
ノ
材
料
ト
ソ
レ
ヲ
注
射
セ
ク
レ
タ
Y

佃
鰻
ト
ノ
双
互
関
係
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
定
マ

Y

モ
ノ
ナ

0

0

o

 

y
ガ
故
昌
一
個
々
ノ
佃
惇
毎
－
一
異
w
y

ペ
キ
筈
ノ
モ
ノ
ユ
シ
－
プ
一
定
シ
タ
Y
毒
用
量
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
w
F

考
ガ
抑
毛
根
本
ヨ

y
謬
V
9
0吾
人
A

唯

。。。。

ダ
近
似
毒
カ
ヲ
得
Y

ノ
ミ
ナ

9
0

第
四
章

賓
輪
第
二
（
産
生
凝
集
棄
ノ
動
揺
｝

虎
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
実
雨
上
被
液
－
一
同
量
ノ
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
加
へ
、
各
々

0
・
五
及
ピ

一
・
O
耗
宛
各
々
二
群
ノ
家
兎
耳
静
脈
内
ι
注
射

ジ
、
以
－
プ
検
hv
タ
Y
家
兎
血
清
ノ
凝
集
債
ノ
推
移
A

第
四
、
玉
、
六
表
及
ピ
第
三
、
四
、
五
、
六
園
三
不
サ
レ
タ

9
。
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｜ 酌力日 クチン 生家煮兎雨血上澄清凝液集晶反砂際、表原Lワタチゾヲ I 
へ注射後ユ於ケノレ

一四八 稀血家 法 二四八 0 0 0 
!It 二四八 0 0 0 0 0 0 蒋度清

疫 二四八 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
疫 兎 後

フE
／ - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
手豆 . . . . . . . . . . . . 量健絡血

種
7C 審 過

0 五二一 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 五 O。 五二一 0 0 0 0 0 

日 0 0 0 0 五 O 五二一 0 0 
Eリ 量 競 数 0 0 0 0 0 0 0 0 五 O 五二 ぎ清

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 五
五 前 ff十＋＋ + +I一一一一一一
十 後七日 ＋＋村＋＋＋！一一一一一

。 十四日 一一一一一
煮
五

二十一日 ＋＋＋一一 一一一一一
上 前 ＋＋＋＋！一一一一一一

澄液
事E 五
十 後七日 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ｜一一 一 一一
十凶日 一一一一一

＋！ 二十一日 ＋＋＋＋一一 一一一一一
原 五 前 ++ ++ + +I一一一 一一一一一
ワ 十 後七 日 ＋＋＋＋＋＋ ＋ ＋ + +I一 一 一
タ
一 十凶日

チ 一

ン 。
二十一日 廿十＋＋＋＋＋一一一一一

% ヨ王 後前 七
＋＋＋＋「三一ーーー一一

十 日 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋  

四 十四日 一 一 一一
ー十一日 刊十 ＋＋ ＋＋ ＋ ー 一一一一一

前 十＋ ++ + +I一一一一一一一一
十 後七日 付＋＋←l一一一一一一

。五 十四日 ＋＋＋｜一一一一一一一
生
五一一一

二十一日 ＋＋＋＋＋一一一一一一一
上 前 ＋＋＋＋＋＋「士 一 一一一一一一
澄 路ヨi

液 十 後七日 + + ..... +I一 一一 一一一
占，，、

Jト
二十一日 十 ＋ 一 一 一一

原 五 前 官十＋＋＋斗一一一一一
ワ

十 後七日 +++++++I一一一一一
ク
一七正ー当民1-+++1チ

。
＋↓ 4 一一一一一一ン

均五
十 + ＋キ ＋ ""'-I一一一一
八． + +I一一一一一一一

十 日 ++ + +I一 一一一 一一
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九
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第
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九
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所

見

概

括

見
疫
元
貫
験
材

〆ーヘ

・--
、．〆

料
ニ
於
4
7
A
何

レ
3
4
7
号

其
ノ
注
射
量

0
・
玉
及
ピ

一・
O
括
ノ
範
園
ユ
ア
A

注
射
後
七
日
目
ノ
家
兎
血

清
ガ
凝
集
素
生
産
最
宇
多

カ
η
ノ
キ
。

fヘ
一一、、J
使
用
量
ノ
範
圏

内
ニ
ア
A

実
上
積
液
加
原

「
ヲ
ク
チ
ン
」
7
注
射
ジ
タ

y
家
兎
血
清
ノ
凝
集
償
A

生
上
被
液
加
原
「
ワ
ク
チ

ン
」
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
家
兎

血
清
ノ
凝
集
償
ヨ

9
モ
毎

常
運
ニ
大
ナ

y
キ
c

戸、

一一一、．〆
多
ク
A

注
射
後

十
四
日
目
ユ
至
レ
バ
血
中

ノ
凝
集
債
A

著
明
ニ
減
少

四
七
〉
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ヲ加へ法射後＝於ケル家兎血清凝集償

チ原被生 チ原液煮 後疫免
ンワ 上 ンワ 上
タ 4 澄 タ＋澄 Z晴元

一 。 一 。 法． ． 
射盆。 五 。 五

立E ‘路 耗 銘
序1で－；，：＿千五五千五五司王 五五；
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均八七均六五均四三均二一
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虎斑「ワクチン」生・煮雨上澄液ニ悶盆ノ原「ワクチ
ン」ヲ加へ注射後＝於ケル家兎血清平均凝集償増加率

チ原液生チン原ワ液上煮I種 免疫
ンワ上
ク＋澄 タ＋t登 JjlJ 元

- 0 - 0 
射注－． 

O 五 。五
量路粍 it.£ if; 

射注
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四 0 八三

査
ー 十

四一 O 二 四射

三L ヨi. 0 ,, 日

後
時

五一 0 ニ
十
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0 八日セ ヨi
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国

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
雨
上
澄
液
Z

同
量
／
原
「
ワ
ク

チ
ン

」
ヲ
加
へ

0
・
五
絡
注
射
後
＝
於
ケ
ル
申
意
見
血
清
卒

均
凝
集
償
ノ
推
移
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'" 
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HD 

第

四

闘

虎
菌
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
煮
雨
上
液
ユ
一
同
量
ノ
原
「
ワ
タ
チ

y
」
ヲ
加
へ
一
－

O
路
注
射
後
－
一
於
ケ
ル
家
兎
血
清
平
均

凝
集
領
ノ
推
移

i
l

l－
－

a
ム令え・・
4

’TV

守

主

ム
E
4
・，金
ヲ
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7
・

ゐ。
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JO 

ニ一
O

〈
第
式
競

四
八
〉

第

五

岡

虎
菌
コ
タ
チ

ン
」生
・
煮
雨
上
澄
液
晶
同
量
ノ
原
「
ワ
ク

チ
y

－
ヲ
加
へ

0
・
五
注
射
後
品
於
ケ

ル
家
兎
血
清
平
均

凝
集
債
増
加
率
ノ
推
移

550 
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'" 

第

穴

園

均チ虎
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虫色日夕

奉ヘチ
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•L 

推O生
移括会
註m雨
射 L

竿喜
一波
於ー
ヶ国
ル：？
家主子

署原
llll..I 

清ワ
予F

’·－·~ ．‘.，，’－’ 

ジ
タ

ν
J「
宅
、
実
上
被
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
一
・

O
耗
注
射
家
兎
ノ
一
例

ニ
於－プ
A

疑

集
償
比
較
的
長
ク
持
続
セ
廿
ノ
。

見
疫
一
克
材
料
注
射
量
ト
生
産
磁
集
債
ト
A

無
論
正
比
例
セ
ザ
レ
ド
号
明
白
ニ
相

（四）
連
行
シ
タ

9
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（
五
）
免
疫
元
材
料
注
射
後
ニ
於
ケ
Y
家
兎
血
清
平
均
凝
集
債
増
加
率
ヲ
求
メ
ア
観
察
ナ
セ
Y

毛
上
記
所
見
ト
一
致
シ
タ

y
。
郎
チ
柔
上
澄

液
ノ
方
ガ
優
秀
ナ
U
F

成
績
ヲ
奥
ヘ
タ

y
。

賓
蟻
結
果
纏
揺

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
蓑
雨
上
澄
液
ノ
各
々
ニ
同
量
ノ
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ア
加
へ
注
射
シ
タ
Y
後
ノ
家
兎
ノ
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球

数
ノ
推
移
A

略
ポ
同
様
ナ
Y
経
過
（
第
一
、
ニ
園
）
ヲ
取

q
L
モ
、
白
血
球
数
過
少
及
ピ
過
多
ノ
程
度
A

生
上
崎
町
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ア
注
射
セ

y
モ
ノ
、
方
稿
々
大
ナ
リ
ノ
キ
。

（
二
）
生
・
蓑
雨
免
疫
元
材
料
注
射
後
二
於
ケ
Y
家
兎
血
清
ノ
凝
集
債
A

煮
上
澄
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
セ
Y

モ
ノ
、
方
蓮
－
一
大
ナ

y

k
T

（
第
四
、
五
表
）
。

実
上
棋
院
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ユ
於
－
プ
A

其
ノ
凝
集
素
生
産
持
績
期
間
長
キ
傾
向
ア
リ
タ
9
キ
（
第
三
、
四
、
玉
、
六
間
）。

第
五
章

〆園、

、．，，

戸、

一一一、．，〆

第
六
章
賓
験
結
果
考
察
反
ピ
討
究

虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
生
・
蓑
雨
上
程
液
ノ
各
々
ニ
同
量
ノ
原
「
ヲ
ク
チ
シ
」
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
A

血
中
ニ
於
ケ
Y
白
血
球
数
ノ
推
移
ヲ
以
，
プ
判
定

ス
レ
バ
殆
ン
ド
業
ノ
毒
力
同
一
ナ
レ
ド
宅
、
ソ
レ
－
一
－
ア
モ
失
張

y
生
上
澄
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
し
ノ
方
ガ
毒
カ
稿
々
大
ナ

y
キ。

斯
ク
シ
ア
毒
力
ヲ
略
ポ
同
一
ナ
ラ
シ
メ
タ
Y

場
合
－
一
於
ア
凝
集
素
生
産
ノ
多
少
ヲ
比
較
シ
タ
U
Y

ユ
実
上
澄
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
方
生

上
最
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ニ
比
ジ
造
二
大
ナ
7
キ
c

郎
チ
毒
カ
略
ポ
同
一
ナ
Y
僚
件
－
一
－
7

A

業
上
澄
液
ノ
有
ス
w
F

免
疫
元
性
能
働
力
A

生
上

澄
液
一
一
貯
シ
合
ニ
大
わ
い
ノ
ム
ヤ
或
A

生
（
煮
）
上
清
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
方
ガ
煮
（
生
）
上
波
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヨ

y
毛
一
面
－
一
－
プ
A

多
少
毒

力
大
（
小
）
ナ
P
シ
ニ
モ
拘
－
フ
ズ
他
面
－
一
－
プ
A

免
疫
凝
集
素
ノ
産
生
即
チ
免
疫
効
果
甚
ダ
小
（
大
）
ナ
リ
キ
。

以
上
ノ
事
貫
ヲ
如
何
－
一
理
解
ス
ペ
キ
カ
。
余
等
／
質
験
－
一
使
用
シ
タ
Y

生
上
澄
液
A

虎
菌
普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
遠
心
上
清
液
－
一
シ

ア
蓑
上
澄
液
A

此
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
煮
沸
シ
b
y
y

モ
ノ
、
遠
心
上
澄
液
ナ
リ
。
故
二
炎
上
澄
液
ノ
方
－
一
A

元
来
生
上
燈
液
中
二
合
有
セ
ラ

ν

タ
u
y

見
疫
元
以
外
二
夏
－
一
細
商
煙
ヨ

9
煮
沸
浸
出
セ
ラ
レ
タ
M
Y

溶
解
性
菌
物
質
毛
亦
タ
加

A
9
来
9
、
結
局
見
疫
元
ノ
合
量

A
生
上
減
液
ヨ

9

第
五
巻

F『

原

箸
も」

藤

綱

（
第
或
銃

四
九
〉



第
五
巻

F「

原

著
........ 

藤

綱

一一
一ー一
（
付
捕
、
よ
凧
時
抗

五
O
）

モ
大
ナ
ラ
ザ
U
F

ペ
カ
ラ
ズ
。
故
－
一
営
然
柔
上
被
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
以
ア
ノ
見
疫
結
果
ノ
方
、
ガ
生
上
清
液
加
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
以
－
プ
ノ
免

疫
結
果
ヨ
η
ノ
モ
大
ナ
Y
ペ
キ
理
ノ
営
然
ナ
η
ノ
ト
ス
ト
考
ア
ペ
キ
カ
。

是
レ
一
見
然
ル
ガ
如
ク
ナ
Y

モ
必
ズ
シ
モ
営
ヲ
得
タ
Y
考
察
－
一
－
7

A

ア
－
フ
ザ
Y
ナ
リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
果
シ
－
プ
然
－
7

ン
ニ
A

生
上
積
液
ノ

0
・

五
乃
至

7
0蛇
ト
実
上
澄
液
ノ

0
・
五
乃
至

7
0
耗
ト
ノ
ミ
ヲ
比
較
ス
U
Y

毛
亦
タ
実
上
湾
液
ノ
方
ガ
大
ナ

Y
見
疫
的
結
果
ヲ
示
ス
ペ
キ
ノ
理

ナ
9
。
然
レ
ド
モ
事
責
A

然
－
プ
ズ
シ
ア
生
上
波
液
ノ

0
・
五
乃
至
一
・

O
括
ト
実
上
菅
液
ノ

0
・
五
乃
至

一
・
O
耗
ト
ノ
ミ
ア
比
較
ス
山
戸
時
A

生

上
清
液
ノ
方
ガ
却
テ
大
ナ
M
F

免
疫
結
果
ヲ
呈
ス

Y

モ
ノ
ナ

9
（
此
貼
－
一
就
ア
A

余
等
A

本
論
文
－
一
於
－
ア
A

特
ニ
・
之
ヲ
・
質
験
的
－
一
立
謹
シ
居
－フズ

ト
雄
コ
A

事
新
シ
ク
貫
駿
ス

Y
T
dア
モ
無
ク
既
－
一
明
白
ナ
Y
事
項
ナ

9
）。

。。。。

。

。。。。

今
ヤ
兎
疫
元
ノ
合
量
大
ナ
Y
筈
ノ
実
上
澄
液
葉
催
ニ
ア
A

免
疫
元
合
量
小
ナ
w
y

筈
ノ
生
上
背
液
其
僅
ノ
モ
ノ

ヨ
リ
モ
却
ア
見
疫
ノ
貫
際
結

果
小
ナ
U
F

ニ
モ
拘
フ
ズ
、
一
旦
其
ノ
双
方
－
一
此
ノ

二
者
ヨ
リ
ノ
モ
毒
力
ノ
大
ナ
ル
同
名
ノ
免
疫
元
例
ヘ
バ
虎
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
同
量
ヲ
合
併
シ

ア
免
疫
賞
験
ヲ
行
フ
時
A

、
今
度
A

実
上
溶
液
ヲ
加
ヘ
タ
’
Y

モ
ノ
・
方
ガ
見
疫
結
果
大
ト
ナ
w
y

ナ
リ
。

郎
チ
左
ノ
式
ニ
示
ス
ガ
如
キ
結
果
ヲ
得
M
F

毛
ノ
ナ

y
。

H 

同
1

庁
蒋
弟
、
出
満
都
湘
〉
糊
1

r
蒋
弟
、
静
滞
誹
湘

同

榊
』
い議
論
断
＋
晴
嵐
苦
難
＼
糊
片
山骨割問

＋

端
山
岡
田
冒
禦

「
司
、
中
て
J

、、
回
開
慌
阿
部
湘
／
「
J

司
、
山
下
い
＼
」
、
、
静
踊
誹
湘

是

ν
一
見
不
合
理
ナ
Y
観
ア
M
Y

所
見
ナ
リ
ノ
ト
雄
貫
験
ノ
結
果
A

巌
ト
シ
ア
動
カ
ス
ペ
カ
ラ
ザ
M
F

ナ
リ
。

然
－
フ
バ
此
聞
ノ
閥
係
ヲ
如
何
－
一
理
解
ス
ペ
キ
カ
。
此
ノ
目
的
－
－
A

左
ノ
事
項
ヲ
理
解
ス
w
y

ヲ
要
ス
U
Y

毛
ノ
ナ
η
ノ。

0

0

0

0

0

0

 

免
疫
ノ
賞
際
効
果
A

箪
－
一
免
疫
元
ナ

P
ト
シ
ア
使
用
セ
ラ
レ
タ
Y

材
料
ノ
有
ス

Y

見
疫
元
性
物
質
ノ
合
有
量
ノ
大
小
－
一
ノ
ミ
閥
ス
Y

毛
ノ

－
一
ア
ラ
ズ
ジ
ア
其
ノ
材
料
ノ
毒
力
ノ
大
小
如
何
－
一
モ
閲
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
。
郎
チ
毒
力
過
大
ナ
Y
カ
過
小
ナ
Y
時
A

兎
疫
ノ
効
果
A

却
ア
小
ナ
M
F

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。



－
故
二
炎
上
積
液
ト
生
上
澄
液
ト
ノ
ミ
ノ
兎
疫
貰
験
比
較
－
一
一
於
ア
実
上
減
液
ノ
方
ガ
小
ナ
M
F

効
果
ヲ
示
ス
コ
ト
A

郎
チ
実
上
澄
液
丹
生
上
澄

液
ユ
比
ジ
毒
力
、
過
小
ナ
Y
グ
鴬
－
一
兎
疫
元
ノ
合
量
A

大－一
e

プ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
猶
且
ッ
充
分
ナ
Y
見
疫
効
果
ヲ
皐
グ
得
ザ
9
ジ
毛
ノ
ト
理
解
ス
ペ

ジ
。
之
ニ
反
γ
生
上
澄
液
－
一
－
プ
A

免
疫
元
ノ
合
量
A

柔
上
被
液
ヨ
リ
モ
小
ナ
咋
ノ
ト
雄
y
ノ
毒
力
ガ
大
ナ
リ
ノ
シ
ヲ
以
ア
兎
疫
的
効
果
A

却
－
プ
実

上
部
ほ
液
ノ
上
ニ
出
ヅ
U
F

毛
ノ
ト
理
解
ス
ペ
キ
ナ
ソ
。

A
1
ャ
生
・
煮
雨
上
清
液
ノ
双
方
ユ
同
量
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
加
プ
Y
時
A

其
ノ
結
果
生
・
業
雨
上
澄
液
毒
カ
ノ
相
違
ガ
非
常
一
一
軽
減
セ
－
フ
レ
ア

0

0

0
 

殆
シ
ド
相
近
似
シ
（
詳
細
－
一
論
ズ

ν
バ
ソ
レ
ニ
ア
モ
猶
ホ
生
上
按
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
方
ガ
毒
力
多
少
大
ナ
9
キ
）
、
毒
カ
ノ
相
違
ヨ

9
惹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

起
ス

Y
免
疫
獲
得
程
度
ノ
差
A

殆
ン

γ
頴
現
セ
ラ

ν
ズ
、
却
ア
兎
疫
一
克
物
質
ノ
絶
封
合
量
ノ
相
違
－
一
原
因
ス
w
y

見
疫
獲
得
程
度
ノ
差
ガ
頴
現
セ

ラ
レ
、
此
ノ
如
ク
ニ
ジ
ア
始
メ
ア
半
炎
上
澄
液
ノ
方
ガ
元
来
免
疫
元
合
量
大
ナ
グ
’
モ
ノ
タ
u
y

コ
ト
ガ
立
誇
セ
ラ
レ
得
グ
エ
至
叩
ノタ
U
Y

モ
ノ
ナ
η
ノ

ト
ス
。
以
ア
免
疫
元
材
料
ノ
有
・
ス
U
F

『
免
疫
元
性
物
質
』
ト
「
毒
力
』
ト
ノ
ニ
ツ
／
事
項
ガ
免
疫
獲
得
ノ
貫
際
結
果
ノ
上
－
一
重
要
ナ
Y
役
目
ヲ
演

ズ
Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ア
知
Y
可
キ
ナ

y
。
免
疫
ヲ
論
ゼ
ン
ト
欲
ス

Y
者
A

毎
常
必
ズ
此
ノ
雨
者
ヲ
念
頭
－
一
措
カ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ザ
U
Y

ナ
リ
。
ェ

1

川

川
汁
叫
ガ
其
ノ
側
鎖
設
一
一
於
－
7
抗
原
材
料
（
毒
素
J

ノ
結
合
族
ト
作
毒
族
ト
A

金
ク
別
個
ノ
作
用
7
替
ム
モ
ノ
ナ
η
ノ
ト
設
ケ
Y

A

以
上
ノ
意

味
ニ
於
－
プ
肯
繋
－
一
静
岡
レ

Y

モ
ノ
タ
Y

ヲ
魔
ュ
。
見
疫
元
ノ
優
劣
及
ピ
免
疫
結
果
ノ
大
小
ヲ
論
ゼ
ン
ト
欲
ス
Y

モ
ノ
A

必
ズ
『
免
疫
元
合
量
（
又

A

免
疫
元
性
能
働
力
）
ト
『
毒
力
』
ト
／
二
ツ
ノ
事
項
ヲ
考
慮
ノ
中
ニ
措
ク
可
キ
ナ

y
。

第
七
章

結

＝認b
福岡

一
定
重
量
ノ
細
菌
ヲ

y
製
造
ジ
タ
Y
生
上
被
液
ト
実
上
減
液
ト
ノ
同
量
ヲ
比
較
ス
戸
時
A

前
者
ノ
方
ガ
免
疫
的
効
果
大
ナ

y
、
而
シ

ア
毒
カ
毛
亦
大
ナ
リ
（
本
論
文
一
一
－
ア
A

此
ノ
主
語
ヲ
略
シ
タ
レ
ド
毛
コ
A

既
知
ノ
ヨ
ト
ナ

y
）。

（
二
」
生
上
湾
液
ト
実
上
溶
液
ト
ノ
同
量
－
一
同
名
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
一
定
量
ヲ
混
和
ジ
タ
Y

毛
ノ
ヲ
以
ア
比
較
ス
山
戸
時
A

後
者
（
業
）
ノ
方
ガ

前
者
（
生
）
ヨ

y
毛
見
疫
的
効
果
大
ナ
ク
、
而
ジ
ア
毒
カ
A

南
々
殆
ン
ド
一
致
ス
（
余
等
ノ
質
駿
－
一
営

p
－プ
A

生
上
液
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
方

ガ
実
上
澄
液
加
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヨ
リ
ノ
モ
毒
力
多
少
大
ナ

P
キ）。

，困、

一、＿，
第
五
冬

F園、
原

著
』」

藤

朝時

ー
一一
一一一
〈
第
式
競

五
一
）



第
五
巻

F回、
原

綱

（
第
戒
披

五
二
）

司菌、，A

藤

二
一
間

見
疫
獲
得
ノ
質
際
結
果
A

毎
常
必
ズ
ニ
ツ
ノ
事
項
ヨ

y
支
配
セ
－
7

Y
、

y
材
料
ノ
毒
力
。

戸「

一一一、＿，，

一
ニ
日
ク
見
疫
元
ノ
絶
割
合
量
、
二
ニ
日
ク
免
疫
元
ヲ
有
ス

見
疫
一
克
合
量
大
ナ
U
F

時
A

免
疫
ノ
結
果
モ
亦
大
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
毒
カ
A

過
大
一
一
－
ア
モ
一
過
小
ニ
ア
モ
免
疫
ノ
結
果
ヲ
小
ナ
ラ
シ

ム。

普
通
A

毒
カ
ノ
大
ナ
Y
方
ガ
免
疫
力
モ
亦
大
ナ
Y

モ
ノ
ト
ス
。

（四）
（
五
）
兎
疫
元
合
量
同
一
ナ
ル
時
A

毒
力
ノ
大
ナ
Y
方
ノ
材
料
ヲ
以
－
プ
ノ
免
疫
獲
得
A

大
ナ
9
。
此
ノ
逆
モ
亦
タ
異
ナ
リ
。
毒
力
同
一
ナ
Y

時
A

免
疫
元
合
量
ノ
大
ナ
Y
材
料
ヲ
以
－
ア
ノ
兎
疫
獲
得
A

大
ナ

y
。
此
ノ
逆
モ
亦
タ
異
ナ

9
0

免
疫
元
合
量
大
ニ
ア
三
時
力
小
ナ
U
F

時
A

其
ノ
毒
力
ノ
小
ナ
Y
程
度
如
何
ニ
ヨ

p
eプ
或
A

免
疫
獲
得
大
ト
ナ

y
或
A

小
ト
ナ

y
得
M
Y

毛
ノ

ナ
9
0
故
－
一
毒
力
略
ポ
同
一
ナ
Y
僚
件
ノ
下
－
一
一
於
ア
コ
ソ
始
メ
ア
兎
疫
獲
得
ノ
大
小
－
一
準
ジ
ア
逆
－
一
免
疫
元
合
量
ノ
大
小
ヲ
論
断
シ
得
可
シ。

実
上
被
液
ニ
限
一
フ
ズ
凡
－
プ
煮
沸
見
疫
元
ノ
特
性
A

毒
力
小
－
一
－
プ
ア
リ
ノ
ナ
ガ
ラ
兎
疫
元
性
物
質
ノ
合
量
（
又
A

免
疫
元
性
能
働
力
）
大

ナ
Y

ニ
ア
ソ
。
之
－
一
反
シ
生
上
精
液
－
一
限
ラ
ズ
凡
－
プ
生
見
疫
元
ノ
特
性
A

毒
力
大
ニ

47
ア
y
ナ
ガ
ラ
兎
疫
一
冗
性
物
質
ノ
合
量
小
ナ
w
y

カ
或
A

ソ
ノ
合
量
A

同
一
乃
至
同
等
以
上
－
一
－
プ
毛
其
ノ
兎
疫
元
性
能
働
カ
ガ
小
ナ
ww

ノ
貼
由
一
在

y
。

誌
。
免
疫
元
性
物
質
ノ
含
量
ガ
同
等
以
上
－
一
ア
リ
ナ
ガ
ラ
免
疫
元
性
能
働
カ
小
ト
ナ
ル
隷
ハ
「
f
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
含
有
三
原
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（
ム
ハ
）

生
免
疫
一
冗
ト
煮
沸
見
疫
元
ト
如
何
－
一
毒
カ
ヲ
近
似
セ
シ
メ
ア
モ
ソ
レ
ニ
ア
モ
生
見
疫
元
材
料
ノ
方
A

血
中
白
血
球
教
過
少
ヲ
惹
起

シ
易
ク
、
煮
沸
免
疫
元
ノ
方
A

Y

ノ
過
多
苛
／
惹
起
シ
易
シ
。
従
ア
血
中
ニ
於
ケ
Y

一
一
般
喰
雄
作
用
二
剛
一
者
－
一
－
プ
ハ
阻
害
セ
ラ
V

後
者
ニ
ア
A

催
準
セ
ラ

y
。
従
－
7

コ
レ
ト
混
和
シ
タ
Y
細
菌
鰐
A

生
活
シ
居
”
ノ
ア
モ
死
滅
シ
居

y
－
プ
モ
何
レ
ニ
ア
モ
生
免
疫
元
存
在
ノ
下
－
一
－
プ
ρ

不
充
分

ニ
喰
熔
セ
ラ
レ
、
煮
沸
免
疫
元
存
在
ノ
下
一
一
ア
A

充
分
－
一
喰
燐
セ
ラ
U
F

。
是
郎
チ
本
論
文
－
一
示
ジ
タ
Y

質
験
結
果
ノ
由
ッ
ア
来
9
ジ
所
以
ナ

〈七）

リ。
（八）

前
記
ノ
理
由
二
本
キ
煮
沸
見
疫
元
A

マ
タ
非
特
殊
性
刺
戟
療
法
／
刺
戟
剤
ト
シ
ア
モ
有
用
ナ
w
y

モ
ノ
ナ

9
0之
－
一
反
シ
生
兎
疫
元
A

此
ノ
目
的
－
一
A

使
用
ス
ペ
カ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
ナ

p
。
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